
　

..撰

、
て.廃.。,
、.戦
.
時

.利

流得
.
、税

、
の

永

、績

性

第

二

段

理

論

討

究
(
二

、
完

)

神

戸
.

其

}

改

造

當

否

、、

(
甲

}

利

得

税

一

般

)
)

進

ん
で
理
論

上
よ

り
之
を
考

ふ

る
も
、

　

ぐ

突

が
あ

る
や
う

で
、
恰

も
男

を
女

に
直
す

と

い
ふ
が
如

く
出

京

な
い
こ
ご

の
如

く
で
あ

る
。

一
正

雄

一一
A

一
寸
見
窪

戦
鷺

年

時
税
旨

す
ご
い
ふ
の
は
詞
自
身
に
衝

轟

　

　

　

　

直
し
…
ε
は　

　

る　

　

襲

細

螺
鼠

考

え
ら
る

、
以
毒

四
.
、
馨

撹
を
壽

欝

直
す
・
系

出
來
誓

い
ふ
・
・
は
な
い
・
華

が
詞

の
如
何

に

ラ

拘
象

出
京
得
る
旨

で
あ
・
。
偽
加
之
凡
そ
相
撃

・
も
の
が
臨
時
税
よ
り
起

っ
て
響

露

な
つ
§

ε

.

雇
五
)
か
ら
見
て
も
、
馨

の
和
親

を
諄

の
経
常
税
叢

め
る
こ
譲
.
少
し
も
不
思
議
な
こ

ε

で
な

い
・

…

摩

し
ろ
凡
へ
・
讐

署

・
ひ
罐

磐

・
ふ
の
も
、
性
篁

の
騎

誤

ふ
よ
り
は
國
叢

扱
上
の
嬬

`

ユ

ラ

　
見

。
へ
き
も
の
に
過
さ
ぬ
。
出
域

三

具
戦
時
讐

定
め
な
が
ら
之
譲

め
て
零
時

の
脛
常
磐

す
る
の
は
公
約

.

に
反
す
る
も
.の
で
、
聚

と
し
て
孕

へ
か
薯

・
歪

事

で
あ
・
。
.正
義
を
維
持
す

へ
き
星

目
ら
之
を
撃

…
の
は
森

倉

も
考

え
ら
る
玉
。
併
し
國
家
は
句
義

時
利
得
税
を
定
め
乏

當
て
、
卒
謄

は
此
種
の

も
の
を

　
齢

眠

羅

利
盤

の
永
握

玉
、完
)

、

更

費

第
二
號

三
三
二

七
九

21)Walcker,Fw.S.35 ,Staatsmanna.D.,

derFw・5Aufl.1.S.446 .

Fw.S.2H. Rau,Grundsatze
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諦

観

職
時
艱

溌

の
永
纏

三

、完
)

契

巻

(第
二
號

三
四
》

天

O

㎜
行
は
す
ε
は
約
し
な
い
.
。
に
叢

叢

時
変

は
覆

革

期
の
こ
籍

け
を
規
定
し
た
蓮

…

.
讐

一
卒
塒
に
な
っ
て
更

な
.る
必
要
に
慮
す
る
矯
め
に
、
更
め
て
之
を
課
す

る
に
於
て
何

の
遠
慮
す
る
を
要
せ
ぬ
。
少
し

一
も
公
約
に
反
せ
キ
叉
正
義
を
破

ら
な
い
。
に
像
面
し
.て
此
戦
時
利
得
税
は
實
は
多

く
戦
争

の
爲
め
に
生
じ
た
利
得

一
に
課
す
る
も
の
誤

ふ
の
で
は
な
毛

、
む
し
ろ
職
特
に
生
じ
蓮

過
利
得
に
課
す
る
も
の
で
あ
る
・
戦
争

の
爲

め
生
じ
た
の
竜

の
原
因
よ
り
生
じ
劣

審

問
は
課

せ
ら

る
る
も

の
で
あ
・
か
ら
垂

。
・
此
繋

ら
見

れ
ば

馨

が
止

ん
だ
か
暑

い
ふ
正

税

の
奮

理
真

塗
減
す
轟

は
な
い
。
少
窪

も
馨

以
外

の
番

よ
り
生

　

　

　

一
じ
な

る
も

の
だ
け

に
つ
き

て
は
理
存

し
得

る
課

で
あ

る
。
B

加
之
戦
争

の
爲

め
に
生
し
授
も

の
に

つ
き
て
見

る
も

乏

に
課
税
す
・
の
に
は

一
の
景
氣
及
好
運
裂

に
課
す
を

い
慈

昧
が
あ
・
。
其
黙
か
氏

き

斯
か
る
景
気

及
好
運
利
得
は
戦
時
に
於
て
戦
争

に
よ
る
も
の
㌧
み
な
ら
季
、
半
時
に
も
あ
り
得

る
も
の
で
あ

る
。
彼
を
課
す
る

響

に
職
鷺

之
を
起
し
差

ら
ば
、
之
養

し
て
廣
奉

跨

同
種
利
得
無

し

τ
も

頁
い
忌

誇

る
・

華

)。
に
且
つ
夫
れ
義

時
中
は
何
國
に
て
も
物
債
の
大
騰
貴
で
、
戦
前
よ

り
は
倍
以
走

な
っ
て
居
る
・
其
黙

.

か
ら
見

る
ご
戦
時
年

の
利
得
が
戦
前
年

の
其
に
若
干
額
を
加

へ
た
る
も
の
を
超
過
し
た
か
ら
ご
い
ふ
て
、
必
ず
レ

勲
鍵
蕪
鮭
鱒

難

脚馨

鞭

講
欝
欝

難
常項

…
両
年
間

で
は
太
し
な
る
攣
化

の
な
い
と
き
に
な
れ
ば
、
所
得
者

に
於

て
前
年
よ
り
も
増
加
し
穴

る
所
得
を
も

つ
こ

一
ε
に

な
れ

ば
、
其

に
給
付
能

力

の
増

加
あ
り

ご
認

め
て
特

別

課
税

す

る
こ
こ
か
少

し
も
過
當

ご
は
い

へ
な

い
。
此

㎜
事
は

濁
り
所
得
改
頁

視

の
場
合

の
み
で
な
く
、
推

し
て

財
産

増

加
枕

に

つ
き
て
も

い
ひ
得

る
Q

幽



茜

・

〒

か

ヒ
悼
ぞ

、
曾

・
理

臨
時
繁

盛

既
存
馨

蒔

晦

的
に
引
上
ぐ

…

に

よ
っ
て
行
に
れ
得
る
鰯

∴
攣
　　縫

勤

U彗
彗

織

覇
q霞

醤

吻∵
.鵡

…
「
撫
購　鱗

　　　　　　撫
鱗

卿。　　　一　　絹
織

　　

蕪

　
　
蕪

蒸

…　
嚇醗　
鑛難
雛
鰍

　

編
辮
繕

　
　　
伽灘

　鎌

　羅
螂　
雛

奪

馨

ザ饗
羅

勤麟
難

舞

纏
縫

齢鴇
雛

蹴

…
で
は
な
い
。
之
集

代

は
・
爲
め
忙
は
、
先
つ
以
て
璽

の
如
射

霧

を
套

、
暫

・
一
之
に
慣
れ
て
か
ら
で
.

劉

跡

論

説

講

利
得
礬

水
樫

三

.完
》

菱

巻
.

第̂
二
號

三
五
)

玉

山



論

説

縢

利
得
霧

氷
擁

三

、完
)

第
蓉

秀

二
號

三
六
》

天

一「

な
憲

行
は
れ
讐

。
う
ま
一
行
は
れ
ぬ
。

一
足
飛
旨

本

で
財
産
増
加
税
を
行

ふ
鰐

も
往

く
ま
い
・
ヂ
も
亦

乏

を
空

に
躊
肇

・
が
、
併
し
死
腔

・莞

・

多
劣

難

は
あ

・
に
せ
よ
・
全
膿
よ
讐

税
で
垂

9
・
土

.

地
壇
擁

の
完
成
垂

=
誤

ふ
?

、
又
霧

制
度
の
完
成

に
於
け

・
有
力
な
進

捗
者

こ
も

い
ふ

へ
き
夢

で
あ
る
か
ら
葱

ひ
切

っ
て
直
ち
に
之
を
採
用
す
・
も

一
策
で
あ
ら
う
・
急
護

革
嚢

せ
ざ
る
人
呈

を
選
む

で

あ

ら

う

。

・

`
-

(莚

財
藩

加
聾

鍵

・
氏

・
一
き

九
年
・
財
贅

募

馨

諾

・
代
塗

・
ウ
イ
ソ
に
よ
つ
凱

莞

提
唱
さ
量

」
い
ふ
㌔

[

書

足
よ
晃

毒
、
天

九
七
舞

シ
ェ
フ
㌣

の
租
税
論
の
京
舞

し
義

明
珪

・
が
・
回
期
的
財
藩

㌍

饗

磐

外
に
・
特
摺

縫

コ

ユ

髪

課
馨

し
む
・
こ
・、食

い
て
居
る
。
佛
國
で
に

一九
δ

美

月
九
日
代
議
吉

ア
バ
ル
歪

税
案
建

出
し
奪

い
価

(
註

[
O

}

此

税

に

は

長

短

か

あ

み
。

　

カ

ヨ

コ

も

セ

も

し

へ

も

も

簑

所
一

σ
韓

能
力
.h適
摩

る
。
帥
客

合

財
藩

加
は
彼
の
讐

上
の
地
位
蕾

む
・
こ
三

よ
つ
て
、
毬

快
磐

感
ぜ
し
め
其

財
産
。
盃

。
勒
し
あ

餐

減
退
、
た
る
あ

昆

・
て
、
切
芝

姦

ぜ
・
め
・
堕

落

型

桑

付
男

心
生
す
ろ
・
其
藻

繋

る

の
が
壽

で
あ
。
。
。
ッ
註

之
に
つ
皇

親
的
給
付
劣

大
な
.暑

・

一
興

毫

課
撃

學

の
考
の
擁

髭

醤

て
利
用
し
た
轟

や

遊

離

混

嘲
罵
遣

る
・
、
其
一・あ
・
・
轟

轟

課

露

餐

陣
禦

蘇

家

多

難

利
得
の
望

鉢
ド
勢

も

へ

ち

ヨ

セ

セ

ヒ

も

塞

貨
讐

天

ら
ざ
ろ
便
値
(
土
地

塩

利
得

　
の
如
詳
・給

無

力
寛

逃
か
す
難

の
あ
・
の
・
・
(
ゲ

・
ー
ル
・
芝

に
關
し
て
曰
く
・
蘂

的
投
機
利
黛

舞

書

入
ろ
＼
、
・
ご
が
全
三

入
生

年

の
普
法

の
原
則
・

表

す
・

是

ば
難

甕

な

い
が
i

-
響

的
譲

利
得

は
別

　

で
あ
そ

、控

妻

上
所
得
で
な
い
。
-
疫

羇

絆
の
計
算
無

税
上
下
傘

・
昏

乱
財
痔

加
撃

に
砦

凡

へ
て
露

す
る
簿

ろ

こ
ε
に
な
る
の
利
が
め
ろ

(濁
逸

の
財
産
滑
加
税
で
に
左
の
も
の
た
含
む
。
倒
相
縦
法
よ
吻

名
義
に
よ

ろ
も
の
及
贈
興
国
投
機
及
富
籖
利
得
叉

は

ラ

を

其
他
の
僥
倖
接

ろ
あ

に
沓
跡
産
物
艦
の
偵
飽
騰
貴
に
よ
ろ
も
の
の
貯
暫

よ
る
も
の
マ

　

く

鴇

に
灘

財
藩

袈

・
ヨ

、て
・
ふ
・
、
若
も
之
禽

舞

響

星

書

利
得
・
課
撃

・
あ

・与

・
な
ら
ば
愛

場

窺

の
如
く

27)
28)

30)

Ruck,a.a,0.S,62 .

警潔 灘 三羅1鞘 蹴 ∫躍瀦:慧潔,二

9

層



礎

勃肇

。
奮

。
亭

愚

論
、
.
遷

累
甥

…

妻

塁

畢

・
て
失
・
、、違

ろ
薫

れ
な
い
・
漿

全
く
済
ん
で
初

。
て
各
人
に
封
ず
る
撃

の
欝

懸

か
塞

る
。
其
・
ら
い
を

財
藩

加
脱

字

・
方
・
新
盤

認

一

勝
る
・鍵

至

空

玉

鰹

禦
欝

鱗
蕪

幽鞭

鱗

鑓

欝

"灘

羅

繍

課

出

替

養

・
貯
　

望

・
　

戴

塾

鋒

姦

ろ
嫌
が
あ
ろ
・

一
≠

蕩

民
の
婆

心
の
状

態
に
係
る
、、.、。
、
必
。
し
嘉

に
斯
か
る
、
・ε
・
　

・・に

へ
・
・
.
国
民
嘉

醍

禁

書

・
て
餐

で
あ
ろ
　

ば
、
斯
か
…

な
壱
、な
得
ろ
。
、
少
く
.、も
轟

の
小
な
・
な
得
ろ
。
各
含

綿

財
産
茎

・
叢

・
纂

・
言

・
茎

部
叢

る
に
止
ま
ろ
以
養

必
マ
し
も
各
人
の
利
忌

な
全
盤

痺
ゼ
・
む
奮

…

セ

、
食

・
・

　

己
・
響

…

相
當
の
貯
薫

爲
さ
し
む
轟

ろ
で
あ
ら

O

、

日伴
食

の
藷

の
櫟

。
ら
い
ふ
ミ
、
霧

者
に
　

嚢

得
・
・
て
　

後
・
馨

雑

輩

く
甕

ぱ
來
る
ほ
三

鑑

く
且
つ
進
ん
で

搾

、冒、
、
な
ろ
。
礪

ろ
、
鐘

か
ら
見
て
奪

…

所
饅

・
藍

・
・
畢

㌘

…

嘉

穂
に
奮

e
暑

い
碧

て
取
ら

る
、
傾
を

つ
。
-
ゐ

も
佳

程
購

題
で
あ

っ
て
・
禁

的
の
故
障

で
に
な

い
・

ラ6
轟

ピ
。
穫

。
.、
の
。
か
ら
・
て
、
…

加
税
…

痴

・
・
・
・
・
…

鍛
青

毎
に
許
欝

碧

比
較
し
て
義

に
馨
.

陵
.、
.
な
ろ
儲

り
囑

凄

禰

鞍

濃

議

ざ
る
盤

・
態
・
財
・
藻

磐

ろ
一

　

・
・
共
に
・
髭

善

郷

馨

脚

讐

r縛

糎
難

財嚢

加麺
羅
縫
難
聴撲
耀

蓑

-
さ
。
て
居
ら
。
も
の
に
』
及
ぶ
。
ら
、
快
鑓

肇

蓼

、
・
蚕

嘉

・
給
籠

力
銭

苦

い
ひ
建

の
も
の
か
に
讐

る
。
〔
シ

け霧

襯
舞

離

縁
姻難

細鱗
繰
難

騨
縞
鵬触
蔑

票

鋤

論

説

罐

利
窺

・
赤
樫

三

、完
・

笑

巻

第̂
二
號

三
七
二

八
=一

32)

34)

り 農1 鱒讐蹄撫蝶蝶.舞鍵 罪濫雛:濃::=
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論

説
.
.
灘

利
欝

の
永
握

玉

、完
〕

契

套

第
二
號

三
八
)

`
天

四
.

事
で
あ
る
.
而
し
て
麓

翼

現
・
貨

・
ろ
慣
悪

・
鞍

・
・
一

暴

・
磨

的
摩

る
で
め
皇

"㌧・
ゲ
パ
ー
ル
ト
壷

機
器

ら

建

。
ふ
の
・
、馨

纏

羨

却
姦

;

以
吉

、投
鰻

引
呆

莞

成
・
…

ア

完

・
此
ほ
耀

ず
る
こ
嘉

容
易

で
あ
ろ
。
穫

困
難
・、
・
・
…
髭

税
嵐

…
.

毛

{

・
色
あ

睦

馨

典

…

毛

多

芸

ろ
が
馨

以
て
綾

矯

誌

躇
す
る
に
及
話

。
霧

者
魏

の
苦
痛
』
相
雅

な
ボ、
＼
同
轡

種
委

魏

禦

鑑

ふ
・
一

・
依
そ

緩
和
・
・
…
・畠

來

う
し
、
蕎

者
・
注
薄

衣
・
て
幽

璽

爵

來
、
揚
食

毒

納
馨

爲
髭

財
産
・
一墾

買
郵
書

ゑ

響

ろ
こ
一

な
っ
て
も

其
は
結
局
、番

の
申
・
何
合

文
買
取
ぞ

利
孕

る
…

・
・
姦

・
か
・
、國
基

撃

・
量

ふ
・
程
?

そ

に
な
い
・
而
し
て
堤

化

、
駐

.
ろ
財
産
。
覆

に
よ
そ

霧

殊

攣

る
快
肇

現
金
化
鑑

・
・
あ

査

?
・
壷

…

ゼ

錘

・
で
・
る
が
・
併
秦

く
紫

生
ξ

、
.
ふ
、
ξ
呈

常
会

に
あ
囚
得
な
ボ
.
矢
張
り
嬢

念

た
契

、
蟹

寛

文

昆

較
・
て
箏

給
舘

力
雪

、
い
ひ
得

ろ
。
出

が
税
毳

毳

易

.与

る
の
に
至
當

か
』
知
れ

ぬ
が
、
共

著

定

著

の
は
不
當
で
あ
ろ
・

鴇

政
牧
人
去

の
見
。
、
財
壽

加
撃

あ
み
薮

毒

最

…

ミ

・
奄

、
所
饅

蓋

・
聲

・
が
如
拳

々
羅

矮

人
が
來

.り
ず
、
堕

て
國
票

透

。
陛

公
簿

・
つ
.遮

寒

轟

・
・
け
れ
藩

途

。
和
雰

璽

哀

む
§

い
ふ
不
梨

あ
煽

「
r
此

繋

爆

裂

縄
鍛

鑓
罫
騨

無

茶

繹

であろ.妖…一
難

あ

ろ
ご
結
儂

等
。
百

得
。
も
の
』
、輩

謝

.勧

之
三
養

呈

・
被
官
・
の
奨

放
愛

・
職
葬

・
災
難

〔例
之
・
火
事
・
水
害
・
農

者
。
支
桀

能
、
鵜

糞

、
撃

・
ろ
縫

接

・
奨

、
自
己
・
大
・
畠

費
・・
伎
・
奨

)
・
爲

・
・
舞

・
て
し
ミ

ば
盛

早
灘

る

、
牙

、
、
`
差

る
。
而
、
璽

利
得

・
如
き
は
兎
角
投
畢

萎

・
向
・
・

セ

危
察

大

・
・
併
し
馨

・
馨

倭

っ
て
得
た
あ

、
如

き

に
是
非

.、
ら
謹

需
要
。
爲

め
に
徴
税
し

た
い
。
募

ら
い
ふ
ご
所
得
豊

馨

如

≦

年

々
々
最

・
税

・
方
・

一
塁

凶
・
的
達

す
ろ

「

「

,
確

レ
蓋

り
で
あ
る
。
併
、
特
・
撰

葉

り
て
利
・
・
三

ふ
の
婁

い
者
・
に
左
慧

蘂

・
詮

及
ば

ぞ

・
特
に
壽

醤

な
れ

ば

、
此
鮎

に
充

迄

重
大

で

症
く
な

乃
。

,

.
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芸

註
;

。
。
・
は
調

、
毒

器

り
考
奮

・
ぞ

・
肇

葵

・
響

婁

　

る
の
書

で

同
時
呆

質
的
に
深
刻
な

る

し

の

じ

ゼ

ら

に

た

ご

　

ロ

ラ春

本
を
初
め
・
し
て
ぞ

…

季

所
護

艮
欝

・
羅

利
得
税
で
あ
ミ

,之
を
覆

　

改
造
縫

㎜

摩

。
か
。
昊

量

藁

あ

る
。

」

」

噛

A
否
定

論
か

ら
い
ふ
ご

く
　

軍

政
笑

†

蜜

・
・
れ
ば
・
葦

爾

係
・
　

里
獲

る
所
得
増
加
　

且

つ
物
屡

貴

あ
結
曇

る
所
得
増
加
・
あ
っ
距

惚

　

可
・
芙

・
姦

人
・
翠
・
荒

た
が
・
霧

叢

れ
ば
急
整

　灘
馨

蜥離
籍

罫
圃轄
黍

鰭

蟹

銀

甲縮

国
庫
牧
人
の
動
揺
の
烈
し
い
こ
い
ふ
鉄
黙
を
も
有

つ
財

ラ

ラ

履

爾

係
上
1

に
加
之
前
年
度
　

も
今
年
募

所
鑑

聖

・
・
が
・
其
は
籍

等
の
如
く
豊

の

少

き
も
。
よ
,
も
、・

主

ご
し
て
商
工
業
所
得

・
如
島

暫

大
・
　

・
・
係
・
・
然

・
・
斯
か
る
潔

の
大
な

藷

。
も
。
は
壽

は
大
な
る
所
得
を
塞
ぐ
る
も
、
他

の
時
・
小

・
・
所
得
藁

・
、
更
・
他

・
覆

損
失
・
警

し
て

黙

、大
損
失
、
、
見
る
の
故
に
、
殆
ん
ど
・
動
・
・
所
得
著

書

{

三

馨

終

巻

書

き
讐

あ
る
嘱
其

峨
謡

講

難
纏
籔

輔

騒
前輪

欝

餓
耀
難

懸

儲絃
鞍

…
。
。
、
。
こ
差

な
る
。
其
が
暴

・
叢

れ
ば
、
前
年

・
・
も
増
加
・
奪

場
食

特
製

撃

せ
塁

良
い

殉
端
.

…
論

説

戦
時
利
麓

の
・
擁

三
…

芙

費

第
二
讐

=
九
二

八
五

「

.

冒



.

論

説

羅

裂

舞

永
蓼

三

、完
v

笑

貴

第
二
號

四
9

天

六

　

ラ

　　蔽
髭
簸

嚢

雛
耽讐
馨

籠
篇

鐸

舖
餅蠣輪
詔

一　無

縫

藷
麗
讐
御調
郎
騨
羅
羅

誕

ね砿編

曲

　灘

舘
鑓

難

嘆
斯鞭
警

蝶

麟
鷺

謬

釣認

あ

集

皐

で
は
な
い
書

見
ら
・
謹

=
・・。
併
し
此
等

の
蜜

論
に
は

㏄

証

…

此
事
は
ア
ダ
貞

が
職
時
利
得
税
に
つ
高

示
し
て
居
る
所
で
あ
㌦

血

借

。
論
を
・
て
答
ふ
る
こ
華

謹

腰

・
、
先
暑

・

雌

・・縫
讐

糠
剋
雛

熱
翫繍
難
蕪

蒸

縷

籍
髄
.燃

氣
の
年
の
如
巖

る
小
・
・
あ

か
も
知
れ
・
。
併
と

國
・
欝

茎

壁

進
運
差

る
以
上
は
・
凡
へ
て
の

㎝

人
々
が
響

を
減
少
し
つ
・
あ
・
が
如
き
こ
・
は
難

・
・
毛

・
・
て
、
塁

大
部

・
人
議

所
得
乱

.…

。
。
こ
羨

、

つ
て
、
、必
。

一
部

の
人
々
・
は
所
得

の
増
加
が
　

、蕃

之
・

・
だ
け
・
て
北
枕

・
牧
禦

あ

招

凪

一
り
其
牧
禦

霧

す
。
。
ざ
Σ
い
ふ
旨

は
断
じ
て
誤

.
而

も
・
假
詫

が
鵜

祭

…

て
・
給
総

力

㎏
鑑

.

。
根
本
原
則
に
訴
へ
て
取
る
べ
き
質

・
も
・
が
あ
・
弩

ぱ
、
之
叢

を

話

露

す
べ
喜

な
い
・
漿

恥
曽

。
小
な
。
税
は
他
に
も
例
が
あ
・
。
砦

み
書

む
・
に
は
蜜

ぬ
。
条

景
氣

の
年
に
小
牧
饗

い
き

譲

麹

層

.1



…
あ
る
に
せ
よ
、
好
景
氣

の
奮

大
股
額
を
翠

・
の
利
も
あ
り
、
特
旨

本

に
て
之
を
行

奮

し
て
・
其
基
礎
聾一

…
る
所
得
税
護

.め
て
統

王

義

手

・
な
ら
ば
・・
…

、
特
猛

米
の
如

く
自
然
人
に
て
も
法
人
に
て
も
覆

諜

奮

謹

で
・
.す
・
弩

皇

居
の
窪

、年
寄

…

漿

塞

ぐ
る
・
演

出
來
や
う
・・
一・
男

装

動

癬

埴
・
ふ
忌

を
・
ふ
が
、
其
念

粥

は
及
銭

。
牧
場

讐

少
・
緩

・
な
る
…

は
な
い
が
N
倉

の

一
澤
山
の
挽
の
中
で

;

や
二
つ
蹟

動
揺
の
大
き
な
も
の
が
あ
っ
砦

て
・
之
を
以
て
護

象

排
す
る
に
太
し

そ

困
難

慧

は
な
い
。
露

に
聖

業
所
得
の
動
樒
の
大
な
る
こ
農

餐

で
あ
り
・
其
の
謄

前
年
よ
り
も

.

減
少
麦

は
損
失
を
見
・
場
合
、
當
薯

旨

洵
に
氣
の
毒
で
あ
・
が
、
租
控

凡
へ
て
斯
場
合
を
顧
慮
す

る
も

…
の
で
は
な
い
垂

五
)。
租
露

在
っ
て
箕

法
定
條
件
の
備
は
り
し
漿

け
を
見

・
の
で
・
藷

は
ら
ざ
る
所
の

.

前
記
の
場
食

事
は
各
人
畢

生
甫

藝

、
國
締

禽

救
済
施
設
關
係
逆

撃

・
・
そ
し
て
其
の
前
年

よ

り
も
所
得
の
多
か
・
し
年
は
、
少
乏

も
葦

に
観

薯

撮

検

威
が

あ
り
・
自
然

其
大
所
得
中
よ
り
他

言

の
碧

の
準
備
を
短
長

は
生
護

募

計
り
、
間
・
堤

・
も
孕

・
薦

な
る
・
此
場
A泥

當
り
特
別
の

.

難
鏡
鞍

編

蟹
凝
器
奴編
綴
　麗
鰻
灘
鞍

瀬
解繍

妻

小
・
計
・
叢

…

故
、千
圓
・
が
三
千
圓
・
上
ぼ
・
募

竺

千
圓
よ
り
一羊

圓
量

ぼ
つ
た
よ
り
も
・

…一
露

悪

の
侠
威
が
強
い
藷

め
琵

外
・
ら
蹟
。
之
を
株
式
紅

の
株
著

し
て
見
て
も
・
欝

が
三
倍
に

な
っ
た
方
が
二
倍
に
な
っ
た
の
よ
ξ

恵

有
利
、

恵

縫

・
皇

の
戚
を
套

ざ
る
を
得
ぬ
・
其
か
ら
見
て

㎝
少
。
臭

・
課
讐

不
参

で
・
・
.
從
那
二
千
圖
・
潭

藁

げ
て
居
・
方
・
・

恵

事
業
基

礎
蘇

い
か

論

凱

羅

利
建

・
永
程

三

、完
》

災

巻

秀

二
號

璽

}

天

七



…
輪

読

講

利
霧

の
余
程

三

、完
)

更

巻

第̂
二
號

四
二
)

大

八

協

、
同
・
現
年
度

の
三
千
圓

の
覆

塒

し
て
も

一
層
大
課
磐

駕
し
て
夏

・
が
如
く
で
あ
る
が
・
其
に
謝
し

一
で

は
既
に
前
震

中
に
其

二
千
圓
に
慮
鵡
た
る
大
な
・
所
得
婁

課
せ
ら
れ
て
埋
倉

は
附

い
で
居

る
・
其
零

一
重
ね
て
此

に
問
題
に
す
る
に
及
ば
ぬ
。

(註

=
ε

濁
(其
模
型
こ
し
て
普

桑

旨

然
会

所
で
株
の
配
嘗
播

な
丸

へ
て
所
得
選

続

票

難

行
・
・
別

に
會
祉
に
封
し
看

所

得
撃

寧

ろ
。
.佛
、
懊
旨

然
人
の
所
に
凡
へ
て
の
所
得
彙

宅

課
租
し
、
會
聾

て
鋳

得
聾

響

ざ
る
:
モ

㌃

尤
も
米
国
に
て

に
蓋

利
程

ノ
ル
。
ル
享

ス
〔比
例
)は
震

の
み
・
無

馨

れ
、
芋

…

(累
進
)旨

然
全

港

・
配
當
所
管

し
て
他
の
所
得

異

に
統
一
麗

さ
ろ
』
。
自
然
人
の
納
む
る
・
㌻

ル
・
キ
ス
(比
劒
)髪

は
配
寒

除
き
計
算
す
・

(聾

四
;

裂
的
に
姦

所
得

撃

型

無

攣

れ
・
、
綴

・
所
得

鍵

藷

・
・
籍

・
所
得

担
配

の
鑑

が
あ
っ
垂

f

り

相
雷
の
牧
人
塞

げ
ら
ろ
＼
の
に
、
之
魏

辣

税
に
す
を

両
寒

響

ら
れ
て
所
得
窮

架

畢

爲
め
に
此
所
得
養

税
の
攻
入
な
し
ε

い
ふ
"
、ぞ、
も
あ
り
得

、
。
併
し
護

に
於

て
晶

か
本

震

滑
加
三

ふ
が
如

く
に
組
愈

の
行
は
…

長

薯

の
ミ

㌧
で
め

つ
て
突

張
り
世
の
中
柱

所
得
罵

加
寛

・
如
き
も
の
動

倉

多
く
持
つ
黍

少
か
ら
岩

っ
て
、
相
嘗
の
器

辱

争

る
し
・
特
に
喬

人
に

撃

て
統
.一所
螺

舞

行
書

な
れ
ば
、
他
面
窮

番

の
勢
の
婁

す
・
…
・が
あ
っ
て
・
倶
令
世
が
票

無
籍

の
各
放
資
趨

の
馨

義

定

は
不
動
で
あ
つ
で

、
優

人
.
の
全
所
得

草

・
堆
空

見
き

・
ふ
ミ

が
あ
り
得
・
・
夫
の
華

ゼ
ら
れ
て
幾

額
の
減
少

す
ろ
の
ピ
寒

の
盤

量

っ
て
牧
盤

叢

孕

・
雪

何
れ
か
撃

か
に

一概
住

い
へ
な
い

こ
ぞ

あ
・
が
・
少
～

」も
薯

の
墾

…

.、
の
あ
り
得
る
、ミ
で
は
あ
ろ
。
或
-■
種
別
課
讐

統
}
課
磐

叢

行
さ
ぜ
ろ
の
が
簸
得
策
か
も
知
れ
な
い
・

(註

一
喜

。
エ
,
レ
占

弓

、
鍛

及
鍵

利
偉

勲

及
建

損
失
の
場
食

皿例
幣

興
ふ

・
な
正
琶

与

・
の
啓

・
課
税
し
て
に
費

沁
、、
い
ふ
反
藷

景̂
餐

僥
倖
裂

鹿

島

丁
。
荏

最
響

あ

で
あ
・
。
此
利
得

一層

臨
募

郷

で
之
誌

讐

よ
つ
て
得
た

.̂、
区

箕

寛

。
羅

・
る
へ
譲

、
後
月

な
つ
・
)瓦
・
長

突

ふ
…

が
あ
・
か
売

ぢ

が
乏

が
麗

・
於
い
査

塁

審

、

特
別

の
頭
側噌
凪
か
μ∬
ふ
,へ
昏
㌧も
の

で

な

い
び
。
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…
一

(註

一
六

V

之

に

つ
き

モ
ル

ー1
曰

く

、
所
得

の
低

下

し
た

る
者

ぼ
今

や
節

約

に
追

ま
ら

ゐ

㌧
こ

芝
に
な

ろ

の
に

・
其

増

加

し

た
ろ
者

は
從

來
小

な

ろ

一
欲

求

に
戯
れ

た

る
に
、
真

新
大

所
得

に
二
り
.て
初

め
て
豪
計

な
槻
摂

す

る
齢
・得

ろ
こ

`
に

な

っ
た

ε
嘲

'

　

ラ

ラ

ラ

一

鴇

極
的
主
讐

し
て
は
一

σ
右
の
σ
の
礎

て
説
け
る
が
如
く
前
年
よ
り
も
所
得
壇
要

具

場
合
に
は

も

や

も

も

…
特
別

の
給
付
能
力

あ
り

蕊

ひ
得
る
の
故

に
之
が
婁

課
し
て
然

る
べ
し
蕊

ふ
…

の
外
、
別
戦
時
利
得
襲

　
ぐ

」既
に
戦
時
中
数
年
間
引
緩
き
、
戦
争

に
よ

っ
て
生
し
な
る
利
得

の
み
な
ら
す
其
外

の
原
因

に
出
て
六
る
利
得
を
も

併
せ
て
其
前
年
よ
り
も
増
加
し
た
る
だ
け
に
於
て
課
枕
し
て
來
.て
居

る
の
に
、
今
迄
を
徹
磨

下
る
こ
ε
Σ
な
る
&

從
來
課
挽
の
公
雫
の
あ
っ
批
も
の
芋

る
な
ら
ば
、
此
薪

碧

雲

雫
を
生
す
を

薩

な
る
・
其
不
公
孕
な

…
一・
・
な
義

之
隆

・
・
方
が
雇

傘

毒

・
所
以
・
　

が
碁

蒙

…

嚢

を̂
摩

る
の
は
不
都

一

否

こ
い
ふ

ご
徒

な

る
垂

。
.。

「

垂

一
ち

費

ヂ
・
ラ
ー
ト
が
灘

利
得
税
の
採
揖

つ
き
見

る
あ

童

か
ら
見
あ

で
め
・
・
彼
旨

く
・
此
超
過
利
窺

に
含
ま
れ
た

ろ
不
公
平
の
或
度
が
あ
ろ
。
即
ち
投
資
者

の
多
く
の
者
に
近
年

の
大
儲

に
基

く
高

い
偵
に
て
會
祉
の
株
畑
賀

ふ
た
。英

魂
者
に
而
』
頗

る
小
資

の
人

-
で
あ
る
。
誓

に
薯

姦

前
に
層

・
所
超

過
し
た
ろ
所
得
の
大
部
分
盗

視
に
羨

ら
る
一

昌

な
れ
ば
、
彼
等
の
所
得
及
其
株
の
市

警

大
・
減
書

匿

・
・
-
・・門

-
此
反
票

・
・
へ
髭

税
・
響

・
・
れ
・
・
菩

・
ぞ

特
に
麗

葺

無

あ

畏

難

失

っ
て
都
A口
が
頁
過
ぐ
る
.「甲、に
な
ろ
。
勿
論
之
々
維
持
す
み
も
の
ご
す
ろ
も
、
所
詮
卒
和
時
に
に
税
の
仕
組
炬
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
・
直

ち
に
右
の
.説
の
・翼
々
説
く
課
に
一μ
往
か
な
い
。

其

二

改

造

方

法

で
戦

時
利
得

税
は
改
造
維

持

を
選
む

べ
し
と
し
て
伺
う
す

る
か
伺
う
改
造

す

る
か

ご
な
れ

ば
、
猫
逸

の
如

く
財

奮
増

加
税
に
依

る
も

の
は
簡

単

で
あ

る
が
、
日
本

等

の
如

く
所

得

改
頁
視

に
依

る
も

の
は
多

少
改
造

が
面
倒

で
あ

論

醗

戦
時
利
得
税
の
永
馨

三

、完
)
.

第
八
巻

(第
二
號

四
三
)

天

九
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一
論

説

羅

利
麗

の
永
纒

三

、審

`

更

巻

(第
二
號

四
四
)

一
九
Q

露

謙

方
喉
に
つ
き
今
細
か
に
説
く
の
暇
を
有
た
ぬ
が
、
試
み
に
日
本
の
に
・
・
て
曹
干
の
主
要
な
る
希
望
を

一

H
先
・
以
・
所
得
税
・
・
レ
・
改
造
・
て
嘉

課
挽
よ
り
堕

課
磐

進
ま
し
む
…

が
架

的
の
要
求
で
あ

.

る
ゆ
此
が
確
立
し
な
い
ε
、
所
得
改
頁

の
場
合

の
各
人
の
快
感

こ
か
、
給
付
能
力

の
簇
生

ご
い
ふ
こ
ご
は
全
く
虚

偏
依
定
に
止
ま

る
こ
ご
に
な
る
。
此
は
是
非
と
も
此
際
之
を
行
ム
ベ
き
で
あ
る
。
所
得
税
其
も

の
Σ
問
題

ご
し
て

　

も
必
要
の
こ
ぜ
で
あ
る
が
、
此
戦
時
利
得
税
の
改
造
か
ら
い
ふ
て
も
重
要
で
あ
る
。

官

聾

・…

於
て
高

凡
、～
・
・
所
得
・
綱
畢

・
・
　

響

る
・
現
奮

一
.蕩

揺
髭

繋

る
が
其

…
に
は
及
銭

。
叉
現
在
の
戦
新

得
馨

如
青

絵
給
馨

の
人
的
所
得
農

外
す
る
に
も
及
鎮

垂

八
・・
珊

そ
し
表

現
利
得
税
で
は
現
赫

得
載

前
所
得
に
共
二
割
嘉

へ
馨

も
の
を
超
過
す

・
所
に
課
撃

高

垂

九
)。
.併
し
之
傘

持
惨

改
め
・
芋

れ
ば
、
其
の
奮

は
入
ら
な
い
・
其
を
農

讐

爾

酌
手

る
ε

。
て
も
、
.最
早
留

奮

皐

謄

な
れ
緩

時
の
如
真

薦

貴
の
傾
向
誤

ふ
ご
ほ

な
く
な
る
・
此
に
物

贋
騰

貴
が
あ

っ
て
も
其
は
比

較
的

小

な
る
も

の
ε
な
り

、
腓

に
下
落

す

る
こ
ε
も

生
す

る
。

一
々
其

を
相

槍
問
題

に
計
算
す

る
こ

と
は
出
来

な

い
。
又
逼
例

も
之

を
行

は
な

い
。
戦

時
椀

ご
し
て

は
兎

に
角

、
卒

聴
視

と
し

て
は
之

ラ

ァ

粛

酌

甚

し
て
】畏
い
。
而

し

て
一。
髭

黙

の
三
千
圓

に
至

て
は
卒
瞥

な
れ
は

も
言

低

下
し

て
】良
い
・

垂

八
)

此
榮

國
に
て
量

る
。
義

特
製

税
法
旨

凡

へ
て
の

露

量

・
…
　

一

筆

る
も
㌢

あ
ろ
が
・
此
忠

は

旭
『。.・9㎝ψ一。冨
の
・・ゴ
・
　

量

　

害

む
舜

ぜ
・
れ
、
纂

よ
・
所
鴛

響

あ

此

中
に
入
れ
る
こ
"占

な
っ
て
居

ろ
嘲

垂

九
)
蕎

皆

本
の
二
割
・、
い
ふ
の
・
代
ふ
冷

、
二
百
難

以
・
し
て
居
・
。
峯

馨

て
此
難

響

ら
セ

粟

`
星

ず
ろ
利
益

が
裂

の
職
藻

肇

二
蕩

呈

超
撃

亮

け
に
て
拳
.
・
あ

・与

。
議

掻

撃

の
純
所
得

　

・
職
霧

中
・の
事
業
の
舞

得
の
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一
.
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干
均
瑠

璃

の
雫

・
木
に
・
し
募

り
・
・
亘

・
・轟

畢

・
投
・
琴

掌

る
繋

…乍
ら
輩

の
撃

藩

老
%
よ…

,
は
少
海
鳴
ず
九
%
、
り
に
多
か
ら
ざ
・
も
の
海
藻

し
・呈

・
投
棄

　

…

誉

・
蓬

に
・
國
響

三
千
弗
、
島

の
組

。
、
満
人
は
李

弗
海
鏡

此
に
投
・
栞

た
有
・
し
の
・
一

あ

・
寧

・
・…

あ

鹸

税
す
る
・皿

…
結

論

…
要
之
戦
時
利
得
税
・
童

聴
視
馨

・
…

が
必
…

不
能
　

麦

肇

す
　

於
τ
相
當
の

一
理
塗

の
擬

を
備
.
得
る
。
其
の
特
に
呆

の
如
・
所
得
贅

欝

・
…

は
反
認

は
あ
る
が
・
其
も
打

勝

つ
へ
か
ら
さ
る
も

・
で
鮭

・
。
唯
皐

謄

・
り
て
骸

警

護

其
大
枚
入
.を

望

む
ご
建

山
　
な

い
む

肇
鞍
欝
綾

騰
難

場無

欲耀

暴

纏
鐸

硯蕪

　　羅
灘

蕪

…蕪

　灘
　　

.

之
盗

る
課
。
、
往
・
讐

奮

、
誓

亮

つ
所
得
改
【髭

に
て
灌

す
・
外
な
か
ら
う
,患

ふ
・

詫

羅

鍵

・
蓮

三
…

.

・
・
費
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二
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